
作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

なばな アブラムシ類 1～2g/株 定植時 １回
植穴処理
土壌混和

にがうり アブラムシ類 1～2g/株 定植時 １回
植穴処理
土壌混和

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数

１回

４回以内（定植時の土
壌混和は１回以内、散
布は３回以内）

サンケイ化学 農薬登録情報

ダントツ粒剤

適用拡大登録取得のお知らせ

弊社取扱商品『ダントツ粒剤』は平成２７年１月２１日付け
で下記のように適用拡大いたしました。

【適用病害虫名および使用方法(今回の拡大部分のみ記載）】

登録番号：農林水産省登録 第20800号（登録会社：住友化学(株)）
有効成分：クロチアニジン・・・0.5％
毒 性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
販売地域：鹿児島県・宮崎県・熊本県

平成27年1月21日の拡大内容

【適用病害虫の範囲または使用方法の変更の内容】

• 作物名「なばな」を追加する。

• 作物名「にがうり」を追加する。

• 作物名「ブロッコリー」の使用時期「播種時」に使用方法「セル成型育苗トレイまたはペーパポットの覆土に均一に混

和する」を追加し、クロチアニジンを含む農薬の総使用回数を「４回以内（播種時の散布、育苗期の株元処理及び定

植時の植穴処理土壌混和は合計１回以内、散布は３回以内）」から「４回以内（定植時までの処理は１回以内、定植

後の散布は３回以内）」に変更する。

• 作物名「キャベツ」の使用時期「育苗期後半」に使用方法「セル成型育苗トレイまたはペーパーポットの上から散布

する」を追加し、クロチアニンを含む農薬の総使用回数を「３回以内（播種時の散布、育苗期の株元散布及び定植

時の土壌混和は合計１回以内、散布は２回以内）」から「３回以内（定植までの処理は１回以内、定植後の散布は２

回以内）」に変更する。



作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

アブラムシ類
ハイマダラノメイガ

0.25g/株 播種時 １回

覆土後セル成
型育苗トレイま
たはペーパー
ポットの上から

散布する。

アブラムシ類　　ハイマ
ダラノメイガ

0.25g/株 播種時 １回

セル成型育苗ト
レイまたはペー
パポットの覆土
に均一に散布

する。

アブラムシ類
コナガ

アオムシ
ハイマダラノメイガ

0.5g/株 育苗期後半 株元処理

アブラムシ類 1g/株

コナガ
アオムシ

ハイマダラノメイガ
2g/株

アブラムシ類
ハイマダラノメイガ

0.25g/株 播種時 １回

覆土後セル成
型育苗トレイま
たはペーパー
ポットの上から

散布する。

3～6kg/10a 播種時
播溝処理
土壌混和

6kg/10a 地床育苗期 株元散布

アブラムシ類
ネギアザミウマ

コナガ

セル成型育苗ト
レイまたはペー
パポット１冊（約
30×60cm、使用
土壌1.5～4㍑）

当たり50g

育苗期後半 １回

セル成型育苗ト
レイまたはペー
パポットの上か
ら散布する。

ネキリムシ類
コナガ

アオムシ
アブラムシ類

ネギアザミウマ
ハイマダラノメイガ

0.5g/株 育苗期後半 株元処理

アブラムシ類 1g/株

ハイマダラノメイガ 1～2g/株

コナガ
アオムシ

2g/株

3回以内（定植までの処
理は１回以内、定植後
の散布は２回以内）

アブラムシ類
ネギアザミウマ

１回

定植時

１回

植穴処理
土壌混和

ブロッコリー

キャベツ

定植時
植穴処理
土壌混和

１回

４回以内（定植時まで
のの処理は１回以内、
定植後の散布は３回以
内）

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数

本 社 〒891-0122  鹿児島県鹿児島市南栄2丁目9番地 TEL：（099）268-7588


